
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中市地域包括支援センター 

（申込方法）： お電話にてあさひ苑までお申し込みください。 

         

申込み・お問い合わせ ☎ 042-369-0080 

（申込期間）：6/13(月)～6/24(金)  10:00～17:00 まで 

（会  場） ： 紅葉丘文化センター 2F 大広間 

（内  容） ： 筆ペンを使って百人一首のなぞり書き 

（対  象） ： おおむね６５歳以上の府中市民 

（参加費） ： 無 料 

（定 員） ： １2 名 

府中市地域包括支援センターあさひ苑（担当：細川・小林・中尾） 

（開催日） ： ７月７日（木）10:00～11：00 

※ 応募多数の場合は公開抽選とさせて頂きます。 

その場合は、はずれた方のみ、6/28(火)までにご連絡いたします。 

（持ち物） ： 水分、マスク、ボールペン、当日の体温 

        筆ペンをお持ちの方はご持参ください。(貸し出しもしております。) 

     



～写し書きとは～ 

●写し書きで脳を活性化…！？ 

  写し書き(なぞり書き)とは、あらかじめ印刷された文章を一文字ずつなぞって書くというも

のです。文字を目で読んでいる時には、側頭葉の下部にある読字中枢が働き、文字を書いている

時には書字中枢が活発になります。また、文字をマス目にバランスよく書こうとすれば頭頂葉が

刺激されます。 

  利き手で筆やペンを持ち、反対の手で紙を押えることで、脳の左右の運動野がバランス良く

使われており、これは野球やテニスなどスポーツをしている時と同じくらい脳全体を活性化させ

る効果があると言われています。  

脳にほど良い刺激となるので、ストレス解消法としても注目されています。時間を区切って

無心に取り組み、短時間でサッとやめる…それが元気な脳を保つ秘訣とも言われています。 

 

●写して書くだけで美文字に…！？ 

  人は、脳の左側の言語野に蓄えられた「字の見た目の形」を思い出すことで字を書くことが

出来ると考えられています。 

子供の頃、最初に手本で文字を習う時は、手本の文字が「脳内文字」として記憶されます

が、大人になって「手本」に触れる機会が無くなると、脳内文字の形がぼやけてきて、日常目に

する「自分が書く文字」が脳内文字の形に置き換わってしまうので「クセ字」になったりするの

です。写し書きによって「きれいな形」の文字をもう一度記憶しなおすことで「美文字」が書け

るようになると言われています。 

 

 

 

 

 

 

※ 紅葉丘文化センターへのお問い合わせはご遠慮願います。 


